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温泉設備が充実している「ゆとりおん大雄」

　

源
泉
完
全
か
け
流
し
と
岩
盤
浴
の
温
泉

宿
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
ゆ
と
り
お

ん
大
雄
」

　
「
ゆ
と
り
お
ん
大
雄
」は

平
成
４
年
に

オ

プ
ン

８
種
類
の
温
泉
の
ほ
か
１
３

０
人
が
宿
泊
可
能
な
客
室

レ
ス
ト
ラ
ン

休
憩
室

大
広
間
な
ど
施
設
の
充
実
し
た

宿
で
す

　

い
ち
ば
ん
の
自
慢
で
あ
る
温
泉
の
な
か

で
も
特
に
お
勧
め
な
の
が

平
成
16
年
３

月
に
導
入
し
た
岩
盤
浴
を
含
む
ラ
ジ
ウ
ム

ト

タ
ル
シ
ス
テ
ム

こ
れ
は

ラ
ジ
ウ

ム
を
バ
イ
ブ
ラ
バ
ス
に
投
入
し
て
温
浴
と

ラ
ド
ン
吸
入
し

ス
チ

ム
サ
ウ
ナ
で
の

蒸
気
吸
入
浴

岩
盤
ベ

ト
で
岩
盤
浴
を

行
う
こ
と
で

温
浴
効
果
を
最
大
限
に
引

き
出
す
シ
ス
テ
ム

心
地
よ
い
温
度
で
効

果
的
な
発
汗
作
用
を
促
す
岩
盤
浴
は

低

温
の
た
め
息
苦
し
く
な
く
リ
ラ

ク
ス
し

た
状
態
で
利
用
で
き
る
と
好
評
で
す

　

今
年
３
月
19
日
に
は

低
温
で
あ
り
な

が
ら
体
の
芯
か
ら
温
め
る
こ
と
で

自
然

治
癒
力
を
効
率
よ
く
高
め
る

遠
赤
外
線

温
浴
を
設
置

利
用
者
か
ら
は
「
よ
く
温

ま
り

気
持
ち
い
い
」
と
こ
ち
ら
も
好
評

　

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
を
癒
し

体

を
リ
フ
レ

シ

し
に
「
ゆ
と
り
お
ん
大

雄
」
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か

■所在地　横手市大雄字三村東21-4

■問合せ　ゆとりおん大雄
　　　　　　52-2188

ゆとりおん大雄

リラックスできると好評な岩盤浴

体の芯から温まる遠赤外線温浴

ラジウム蒸気吸入浴できるサウナ

源泉かけ流しの大風呂

ありがとう保呂羽小学校ありがとう保呂羽小学校
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18年の歴史に幕を閉じた保呂羽小学校。自然
豊かな学び舎で学んだ数々の思い出と新たな
旅立ちへの希望を胸に校歌を斉唱しました。
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豊かな学び舎で学んだ数々の思い出と新たな
旅立ちへの希望を胸に校歌を斉唱しました。
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市議会３月定例会が２月26日から３月
20日までの日程で開催されました。
その開会にあたり、五十嵐市長が、市
政運営の基本方針等について述べる施
政方針説明を行いましたので、その中
から平成19年度の主要施策について抜
粋してお知らせします。

施政方針
市議会３月定例会

平成19年度主要施策
元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り

福
祉
政
策
に
つ
い
て

　

従
来
の
「
地
区
会
議
支
援
事
業
」

と
「
み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
助
成
事
業
」
に
加
え
て

８
地

域
局
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
特
性
を
生

か
し

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め

平
成
19
年
度
か
ら
「
元
気
の
出
る
地

域
づ
く
り
事
業
」
を
行
な
い
ま
す

　

こ
の
事
業
は

地
域
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
ハ

ド
事
業
で
あ
る

「
安
全
・
安
心
・
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
と

地
域
の
特
色
あ
る

取
り
組
み
を
支
援
す
る
ソ
フ
ト
事
業

で
あ
る「
元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業
」

の
２
本
立
て
で
実
施
し
ま
す

健
①

康
の
駅
事
業
の
全
市
的
な
取
り

組
み
の
推
進
に
つ
い
て

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
場
と

し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
「
健
康
の
駅

ト
レ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ

」
を
市
内

東
部

南
部

西
部
の
３
ブ
ロ

ク

に
整
備
し
ま
す

当
セ
ン
タ

は

働
き
盛
り
世
代
の
生
活
習
慣
改
善
か

ら
高
齢
者
の
介
護
予
防
ま
で
幅
広
い

年
齢
層
の
身
体
特
性
に
応
じ
た
運
動

実
践
を
継
続
支
援
す
る
た
め
の
拠
点

と
位
置
づ
け
て
展
開
し
て
い
き
ま
す

　

ま
た

高
齢
者
に
と

て
身
近
な

「
寄
り
合
い
場
」
の
あ
り
方
を
検
討

し

地
域
に
密
着
し
た
健
康
の
駅
開

設
に
向
け
た
調
査
研
究
事
業
を
実
施

し
ま
す

つ
②

ど
い
の
広
場
に
つ
い
て

　

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
園
せ
ず
に

家
庭
で
児
童
を
養
育
し
て
い
る
保
護

者
が
集
い

子
育
て
の
助
言
を
受
け

な
が
ら
悩
み
や
楽
し
さ
を
語
り
合
い

地
域
の
仲
間
と
一
緒
に
な

て
子
育

て
が
で
き
る
よ
う

雄
物
川

平
鹿

の
両
地
域
に
「
つ
ど
い
の
広
場
」
を

開
設
し
ま
す

農
①

業
の
振
興
に
つ
い
て

平
成
19
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
「
新

た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

に
お
け
る
農
政
の
大
改
革
が
実
施
さ

れ
ま
す

経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て

は

ス
タ

ト
時
点
の
加
入
が
集
落

営
農
66
組
織

個
別
担
い
手
５
０
０

人
で
対
象
面
積
は
６

２
０
０
ヘ
ク

タ

ル

全
水
田
面
積
の
約
40
％
を

見
込
ん
で
い
ま
す

平
成
19
年
度
も

引
き
続
き
集
落
組
織
の
育
成
と
個
別

担
い
手
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら

平

成
20
年
の
加
入
率
70
％
を
目
標
に
推

進
し
ま
す

　

国
・
県
と
も

農
政
の
政
策
転
換

に
か
か
る
支
援
予
算
を
準
備
し
て
お

り

産
地
づ
く
り
交
付
金
や
市
の
単

独
事
業
「
横
手
市
明
る
い
農
業
・
農

村
改
革
推
進
計
画
」
等
と
合
わ
せ
て

効
果
的
な
活
用
を
促
進
し
な
が
ら

横
手
市
農
業
の
構
造
改
革
と
地
域
複

合
農
業
を
推
進
し
農
業
・
農
村
の
再

生
を
図
り
ま
す

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は

「
人
材

育
成
」
を
重
要
な
戦
略
と
し
て
位
置

づ
け

自
動
車
関
連
産
業
や
次
世
代

の
人
材
を
育
成
す
る
「
自
動
車
産
業

人
材
育
成
研
究
事
業
」
や
「
次
世
代

も
の
づ
く
り
人
材
育
成
研
究
事
業
」

を
県
や
県
南
工
業
振
興
会

横
手
雇

用
創
出
協
議
会
等
と
連
携
し
て
実
施

し
ま
す

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は

各
商
工

団
体
等
が
実
施
す
る
独
自
の
イ
ベ
ン

ト
や
商
品
開
発
事
業
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
積
極
的
に
支
援
し

地
域

の
活
性
化
や
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創

出
を
図

て
い
き
ま
す

観
②③

光
振
興
に
つ
い
て

　

今
年
開
催
の
国
体
を
絶
好
の
チ

ン
ス
と
し
て
と
ら
え

選
手
や
関
係

者
に
対
し
て
積
極
的
な
宣
伝
活
動
を

行
う
ほ
か

マ
ス
メ
デ

ア
な
ど
を

活
用
し

全
国
に
情
報
発
信
し
な
が

ら

横
手
市
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き

ま
す

ま
た

横
手
市
が
国
土
交
通

省
の
「
観
光
コ
ン
サ
ル
事
業
」
重
点

支
援
地
域
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら

新
た
な
旅
行
商
品
の
開

発
に
向
け
た
事
業
も
実
施
し
て
い
き

ま
す

　

誘
客
に
あ
た

て
は

「
か
ま
く

ら
」
を
は
じ
め

「
釣
り
キ
チ
三
平

の
里
横
手
」

「
後
三
年
の
合
戦
」

な
ど
の
文
化

歴
史
的
資
源
を
中
心

に
し
な
が
ら

横
手
市
の
魅
力
と
し

て
の
農
業
や
自
然

歴
史
を
活
用
し

た
体
験
型
観
光
や
グ
リ

ン
ツ

リ

ズ
ム
を
促
進
し
て
い
き
ま
す

　

さ
ら
に

観
光
客
の
受
け
入
れ
体

制
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら

昨
年
新
た
に
設
立
さ
れ
た
横
手

市
観
光
連
盟
と
の
連
携
に
よ
る
研
修

会
な
ど
を
実
施
し

そ
の
体
制
と
国

内
外
の
観
光
エ

ジ

ン
ト
に
対
す

る
働
き
か
け
を
強
化
し
な
が
ら

関

西
圏
も
視
野
に
入
れ
た
宣
伝
活
動
を

行

て
い
き
ま
す

マ
④

ケ
テ

ン
グ
推
進
事
業
に
つ

い
て

　

横
手
の
豊
か
な
気
候

風
土
の
中

で
生
ま
れ
た
「
農
産
品
や
加
工
品
」

が

安
全
安
心

健
康

美
し
さ

価
格

そ
し
て
も
の
づ
く
り
の
姿
勢

も
含
め
た
す
べ
て
の
観
点
か
ら
消
費

者
の
み
な
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
産
地
づ
く
り

つ
ま
り
「
横
手

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す

こ
の
た
め

マ

ケ
テ

ン

グ
の
視
点
を
各
分
野
に
浸
透
さ
せ
な

が
ら

新
た
な
「
横
手
ス
タ
イ
ル
の

構
築
」
を
め
ざ
し

特
に
こ
の
地
域

の
伝
統
的
な
資
源
で
あ
る
「
食
」
を

キ

ワ

ド
に
し
た
産
業
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す

　

ま
た

市
場
開
拓
の
分
野
で
は

こ
れ
ま
で
の
企
業
パ

ト
ナ

と
の

協
力
関
係
を
強
化
し
な
が
ら

物
産

展

商
談
会
等
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
図
る
と
と
も
に

首
都
圏
生
協
と

の
産
地
交
流
会
や
首
都
圏
ふ
る
さ
と

会
と
の
連
携
な
ど
も
強
化
し
て
い
き

ま
す

　

さ
ら
に

こ
れ
ま
で
増
田
地
域
や

横
手
地
域
で
先
進
的
に
取
組
ん
で
き

た
輸
出
事
業
に
つ
い
て
も

今
後
全

市
を
挙
げ
て
の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ

う

そ
の
窓
口
を
一
本
化
し

輸
出

戦
略
方
針
を
定
め

一
層
の
取
り
組

み
を
行

て
い
き
ま
す

道
①

路
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
の
道
路
事
業
に
つ
い

て
は

交
付
金
事
業
の
継
続
６
路
線

と
「
く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
事
業
」

14
路
線
を
計
画
し
て
い
ま
す

　

大
橋
交
差
点
の
改
良
事
業
に
つ
い

て
は

市
道

県
道
部
分
が
平
成
18

年
度
に
完
成
し

国
道
13
号
部
分
も

19
年
度
に
は
完
成
す
る
こ
と
か
ら

長
年
の
懸
案
と
な

て
い
た
渋
滞
は

解
消
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

Ｊ
②

Ｒ
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
に
実
施
し
た
横
手
駅

東
西
自
由
通
路
等
基
本
計
画
調
査
の

結
果
を
も
と
に

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
基

本
設
計
の
協
定
を
締
結
し

東
西
自

由
通
路
や
橋
上
駅
舎
に
つ
い
て
の
基

本
設
計
を
行
う
予
定
で
す

横
手
駅

周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
に
よ
る
個
別
事
業
と
し
て
は

駅

東
口
駐
輪
場
の
実
施
設
計
と
整
備
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す

　

三
枚
橋
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は

駅
西
口
広
場
築
造
工

事
を
進
め
る
と
と
も
に

都
市
計
画

道
路
駅
西
線
の
完
成
を
目
指
し

区

画
街
路
に
つ
い
て
も
４
路
線
の
工
事

施
工
と
物
件
移
転
補
償
６
件
を
予
定

し
て
お
り
ま
す

水
①

道
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度

水
道
事
業
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が

昨
年
末
に
簡
易
水
道
事
業
に
対
す
る

国
庫
補
助
制
度
が
大
幅
に
見
直
さ
れ

上
水
道
に
隣
接
す
る
簡
易
水
道
の
統

合
計
画
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
の
で

水
道
事
業
計
画
策
定
の

期
限
を
延
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
　

平
成
18
年
度
の
主
な
施
設
整
備
と

し
て
は

横
手
地
域
で
は

県
道
御

所
野
安
田
線
の
配
水
管
布
設
工
事

吉
沢
上
台
地
区
の
増
圧
ポ
ン
プ
場
の

設
置
な
ど

大
雄
地
域
で
は

ク
リ

プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
（
寄
生
虫
）
対

策
と
し
て
横
手
地
域
か
ら
配
水
す
る

事
業
の
国
庫
補
助
メ
ニ

が
新
設

さ
れ
る
こ
と
か
ら

配
水
に
向
け
た

調
査
お
よ
び
一
部
配
水
管
布
設
工
事

等
を
予
定
し
て
い
ま
す

ま
た

他

地
域
で
も
老
朽
管
の
更
新
や
配
水
管

の
延
長
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す

下
②

水
道
事
業
等
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
の
公
共
下
水
道
整
備

に
つ
い
て
は

横
手
地
域
で
は
５
地

区
（
婦
気

新
坂

石
町

上
真
山

三
枚
橋
）

増
田
地
域
で
は
２
地
区

（
上
町

縫
殿
）

十
文
字
地
域
で

は
２
地
区
（
富
沢

五
郎
兵

野
）

平
鹿
地
域
で
は
２
地
区
（
石
塚

下

藤
根
）

雄
物
川
地
域
で
は
１
地
区

（
八
卦
）

大
雄
地
域
で
は
１
地
区

（
根
田
谷
地
）
の
計
13
地
区
を
予
定

し
て
い
ま
す

産
業
振
興
政
策
に
つ
い
て

建
設
行
政
施
策
に
つ
い
て

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

３月議会に提案された主な一般会計補正予算

■一般会計補正額
　・・・・・・・・・・・・・・・３億１，５６１万８千円
　◎主な補正予算
　　○児童手当給付費・・・・・・・・・△７，１５２万　　円
　　○強い農業づくり交付金事業・・・・△３，１２７万　　円
　　○農村総合整備事業・・・・・・・・△３，３５３万８千円
　　○除雪機械購入費・・・・・・・・・△２，５９９万　　円
　　○下水道事業特別会計繰出金・・・・△６，６８２万５千円
　　○まちづくり交付金事業（醍醐住宅団地建設事業）
　　　　・・・・・・・・・・・・・・・△３，７４２万５千円
　　○常備消防施設等整備事業・・・・・△６，１９３万９千円
　　○中学校大規模改造事業・・・・・・・９，２５５万５千円
　　○道路災害復旧事業（凍上災）・・・△８，００７万　　円
　　○財政調整基金積立金・・・・・・６億５，２６８万１千円
　　○市町村合併推進体制整備費補助事業
　　・・・・・・・・・・・・・・・・５億１，５６４万４千円
■補正後の予算総額
　・・・・・・・・・・・・・４９７億８，５１６万７千円

拡幅工事が進む国道13号大橋交差点付近（平鹿地域）

ぬ
い
ど
の



●一般会計予算の状況（歳出）
　義務的経費は、前年度予算額と比較して、人件費は1.4％増の108
億5,074万円、扶助費は13.5％増の63億2,985万円、公債費は3.4％減の
81億0,075万円となり、義務的経費全体では2.5％の増となっています。
　投資的経費は、旭地区交流施設建設事業や地域イントラネット基
盤施設整備事業などにより、11.3％増の54億4,740万円となりました。
　なお、一般会計に障害者支援施設特別会計ほか２会計を加えた普
通会計の予算額は、前年度と比較して1.8％増の469億1,781万円。こ
れに、国民健康保険特別会計ほか28の特別会計と、病院事業および
水道事業の企業会計を合わせた平成19年度の全会計予算額総額は、
前年度と比較して2.0％増の940億6,541万円となっています。
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平成19年度予算のあらまし

市の予算総額 940億円
■一般会計　462億2,800万円
■特別会計　377億4,113万円
■企業会計　100億9,627万円

　合併後、２度目の通常予算となる
平成19年度予算がまとまりました。
　平成19年度予算は、分権型（枠配
分型）の予算編成作業を導入。各部
局が責任を持って施策の選択や優先
順位を決め、行財政運営の効率化を
進めるとともに、市民満足度の高い
行政サービスの確保に努めた内容と
なっています。
　新年度の予算について、その概要
をお知らせします。

●
一
般
会
計
歳
入

市税
91億5,871万円
【19.8％】

その他（交付金など）
21億6,400万円
【4.7％】

繰入金など
52億4,945万円
【11.4％】

地方交付税
183億円
【39.6％】

国庫支出金
37億0,432万円
【8.0％】

県支出金
31億9,092万円
【6.9％】

市債
44億6,060万円
【9.6％】

自主財源
【31.2

依存財源
【68.8

462億2,800万円
歳入歳出総額

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
ゴルフ場利用税交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金

8億1,900万円
9億8,000万円
2億3,200万円
   8,600万円
   1,800万円
   1,500万円
     700万円
     400万円
     300万円

【内訳】その他（交付金など）

繰入金
諸収入
繰越金
使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入

12億1,110万円
20億6,967万円
 7億5,000万円
 5億4,915万円
 5億3,875万円
 1億3,078万円

【内訳】繰入金など

●
一
般
会
計
歳
出

■19年度予算のあらまし

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

【目的別歳出】

【性質別歳出】

議会費
労働費
災害復旧費
諸支出金
予備費

3億3,151万円
1億3,657万円
2億3,365万円
7億8,759万円

3,000万円

【内訳】議会費ほか

維持補修費
積立金
出資金貸付金
予備費

2億5,135万円
4億0,692万円
12億3,675万円

3,000万円

【内訳】維持補修費ほか

普通建設事業費
災害復旧費

54億4,740万円
2億3,365万円

【内訳】普通建設事業費ほか

総務費
50,736円

民生費
107,472円

農林水産業費
24,077円

土木費
53,550円

教育費
38,902円

借
金

公債費
77,125円

衛生費
41,337円

商工費
15,909円

議会費
3,156円

労働費
1,300円

災害復旧費
2,224円

消防費
16,547円

市民一人当たりの予算額
人口105,034人で計算（平成19年2月末日・住民基本台帳調べ）

※「義務的経費」とは、地方公共団体の歳出のうち、その支出が義務づ
　けられ、任意に削減できない経費をいいます。

●一般会計予算の状況（歳入）
　市税では、法人市民税の減少が見込まれるものの、
三位一体改革に伴う税源移譲や定率減税の廃止によ
り、個人市民税が大幅に増加するため、総額では前
年度と比較して、額で8億1,709万円、率にして9.8％
の増となっています。地方譲与税は、税源移譲によ
って所得譲与税が廃止されることから、前年度と比
較して、額で6億5,600万円、率にして44.5％の減とな
りました。また、地方交付税については、前年度と
比較して、額で15億6,600万円、率にして9.4％増の
183億円となっています。

　一方、地方交付税の振り替え措置としての臨時財
政対策債は、地方財政計画をもとに、額で1億4,100万
円、率にして9.2％減の13億9,900万円となりました。
　このような状況の中、財源の不足を補うため、財
政調整基金から11億9,642万円を繰り入れ、収支の均衡
を図りました。

●用語解説

■市税　市民の皆さんが納める 
　市民税や固定資産税、法人税
　など
■地方交付税　市が自主性を損
　なわず一定の行政水準を保つ
　ために必要な経費に対し、国
　が一定の基準で所要額を算定
　し、市の税収入を超える額（財
　源不足額）を基礎に交付され
　ます
■市債　公共施設整備などの事
　業を行うために国や県、金融
　機関などから借りるお金（借
　金）
■国庫・県支出金　特定の事業
　のために国や県から交付され
　るお金
■人件費　市職員の給与や議員
　報酬、各種委員の報酬など
■公債費　市債の元金や利子、
　一時借入金の利子などの返済
　にあてられる費用
■扶助費　福祉医療費や児童手
　当、老人保護措置費など福祉
　に関する経費　
■物件費　賃金や交際費、委託
　料、使用料などの消費的な経
　費
■繰出金　特別会計の運営のた
　めに一般会計から繰り出す経
　費など

歳出総額
462億2,800万円

総務費
53億2,910万円
【11.5％】

民生費
112億8,828万円
【24.4％】

衛生費
43億4,180万円
【9.4％】

農林水産業費
25億2,892万円
【5.5％】

商工費
16億7,105万円
【3.6％】

土木費
56億2,460万円
【12.2％】

消防費
17億3,804万円
【3.8％】

教育費
40億8,609万円
【8.8％】

公債費
81億0,080万円
【17.5％】

議会費ほか
15億1,932万円
【3.3％】

維持補修費ほか
19億2,502万円
【4.2％】

人件費
108億5,074万円
【23.5％】

扶助費
63億2,985万円
【13.7％】公債費

81億0,075万円
【17.5％】

普通建設事業費ほか
56億8,105万円
【12.3％】

物件費
64億9,854万円
【14.0％】

補助費等
22億1,528万円
【4.8％】

繰出金
46億2,677万円
【10.0％】

投資的経費
【12.3％】

義務的経費
【54.7％】

●平成19年度予算の概要については、市ホームペー
　ジに掲載してありますのでご覧ください。
　ホームページアドレス　http://www.city.yokote.lg.jp/
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①一般会計
特別会計
②障害者支援施設特別会計
　○大和更生園特別会計
　○通所授産施設特別会計
③土地区画整理事業特別会計
④前郷墓園造成事業特別会計
⑤国民健康保険特別会計
⑥老人保健特別会計
⑦介護保険特別会計
⑧地域包括支援センター事業特別会計
⑨特別養護老人ホーム特別会計
　○いきいきの郷特別会計
　○雄水苑特別会計
　○白寿園特別会計
　○憩寿園特別会計
　○鶴寿苑特別会計
⑩介護老人保健施設特別会計
⑪居宅介護支援事業特別会計
⑫指定通所介護事業特別会計
⑬市営温泉施設特別会計
　○国民保養センター三吉山荘特別会計
　○地域間交流施設雄川荘特別会計
　○林業者等休養福祉施設さくら荘特別会計
⑭平鹿地域簡易水道事業会計
⑮雄物川地域簡易水道事業会計
⑯大森地域簡易水道事業特別会計
⑰十文字地域簡易水道事業特別会計
⑱山内地域簡易水道事業特別会計
⑲下水道事業特別会計
⑳集落排水事業特別会計
　浄化槽市町村整備推進事業特別会計
　横手町四町財産区特別会計
　境町財産区特別会計
　横手地域財産管理特別会計
　前郷地区特別会計
　西成瀬財産区特別会計
　醍醐財産区特別会計
　里見財産区特別会計
　福地財産区特別会計
　舘合財産区特別会計
特別会計（㈪～　）　計
　病院事業会計
　水道事業会計
企業会計（　～　）　計
　　　　計　　（㈰～　）

45,346,800

0

203,000

77,000

435,364

10,480

10,417,173

11,741,289

6,115,550

90,505

0

339,871

727,728

776,365

273,788

302,543

458,341

10,678

53,242

0

33,971

223,022

215,308

108,163

113,439

37,159

18,740

211,579

3,579,706

475,165

76,105

2,940

1,050

25

3,179

3,180

4,753

1,591

404

2,403

37,144,799

7,035,374

2,681,419

9,716,793

92,208,392

46,228,000

274,509

0

0

399,099

16,200

11,537,074

11,499,553

6,688,554

103,144

1,784,015

0

0

0

0

0

456,063

10,096

64,508

808,111

0

0

0

106,306

125,721

35,999

24,724

98,123

3,084,538

513,987

82,492

3,210

1,936

25

3,174

3,188

4,652

8,200

1,130

2,800

37,741,131

7,534,627

2,561,648

10,096,275

94,065,406

881,200

274,509

△203,000

△77,000

△36,265

5,720

1,119,901

△241,736

573,004

12,639

1,784,015

△339,871

△727,728

△776,365

△273,788

△302,543

△2,278

△582

11,266

808,111

△33,971

△223,022

△215,308

△1,857

12,282

△1,160

5,984

△113,456

△495,168

38,822

6,387

270

886

0

△5

8

△101

6,609

726

397

596,332

499,253

△119,771

379,482

1,857,014

㈪特別会計へ統合

㈪特別会計へ統合

㈷特別会計へ統合

㈷特別会計へ統合

㈷特別会計へ統合

㈷特別会計へ統合

㈷特別会計へ統合

㈺特別会計へ統合

㈺特別会計へ統合

㈺特別会計へ統合

22

21

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

31

平成19年度一般会計及び特別会計予算
●平成19年度一般会計及び特別会計予算

■19年度予算（資料編）

（単位：千円）
会　　計　　名 平成19年度当初 比　　較 備　　考平成18年度当初

①財政調整基金

②減債基金

③その他目的基金

　○地域振興基金

　○住宅建設基金

　○水と土保全基金

　○ふるさと振興基金

　○振興基金

④定額運用基金

　○土地開発基金

　○子牛導入貸付事業基金

　○肉用牛特別導入事業基金

⑤国保財政調整基金

⑥介護保険給付準備基金

⑦農業集落排水減債基金

⑧三吉山荘財政調整基金

⑨雄川荘財政調整基金

⑩さくら荘財政調整基金

⑪簡易水道事業財政調整基金

⑫財産区財政調整基金

　○前郷地区

　○西成瀬財産区

　○醍醐財産区

　○亀田部落

　○里見財産区

　○福地財産区

⑬金沢中野財産区財政調整基金

合　　計（①～⑬）

3,396,549

57,419

623,699

17,769

11,370

64,531

130,029

400,000

1,076,614

1,047,825

16,142

12,647

211,284

487,405

97,020

3,919

10,000

15,024

182,483

98,365

47,482

31,610

11,632

2,545

5,096

14,197

6,273,978

1,196,422

5,782

5,782

5,160

5,160

1

89,171

3,478

2,310

7,000

5,757

4,901

2,598

1,903

400

3,462

1,323,444

5,344

95

401,240

35

22

128

255

400,800

647

615

32

10

1

8,315

1

50

6

3,801

65

6

3,507

215

1

7

19

419,529

2,205,471

57,514

1,019,157

17,804

11,392

64,659

124,502

800,800

1,072,101

1,048,440

16,174

7,487

211,293

398,235

101,857

1,609

10,001

8,074

176,732

97,265

44,949

29,713

3,507

11,847

2,546

4,703

10,754

5,370,063

平成19年度当初予算時の基金残高の状況

●平成19年度当初予算時の基金残高の状況

（単位：千円、平成19年3月20日現在）

基　金　名 備　　　考平成19年度
積立予定額

平成19年度
取崩予定額

平成18年度末
基金残高見込

平成19年度末
基金残高見込

平成19年度予算のあらまし

資料編

土　地 679,113千円
貸付金 60,845千円
現　金 308,482千円
貸付金 910千円
動　産 6，557千円
現　金 8，707千円
動　産 4,410千円
現　金 3,077千円

30

32

32



　３月21日、保呂羽小学校（土田洋
子校長）の閉校式が同校体育館で行
われました。
　式では、35人の児童が学校へのお
別れのことばを述べ、校歌を斉唱し
た後、五十嵐市長に校旗を降納して
歴史に幕を閉じました。
　同校は、平成元年に坂部小学校と
前田小学校が統合して開校した学校
で、このほど、市の「市立小中学校
通学区再編にかかる学校統合計画」
にもとづいて閉校し、大森小学校へ
の統合となりました。16日には、最
後の卒業式が開催され、同校の卒業
生は168人となりました。在校生は、
４月から大森小学校にスクールバス
で通学することになります。

Yokote City Public Relations 2007.4.1 8Yokote City Public Relations 2007.4.19

消 防

消
防
活
動
を
よ
り
迅
速
に

高
機
能
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
が
本
格
稼
動

多目的情報表示装置など最新鋭の機器が並ぶ通信
指令室内部

　

昨
年
６
月
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た

市
消
防
本
部
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の

工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し

３
月
14
日
か

ら
本
格
的
な
運
用
を
開
始
し
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
機
器
の
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朽
化
に
伴
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導
入
さ
れ
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新
た
な

シ
ス
テ
ム
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全
国
で
も
数
少
な
い

最
新
鋭
の
機
能
を
備
え

高
度
な
通

信
技
術
を
生
か
し
た
消
防
活
動
の
中

枢
と
な
る
シ
ス
テ
ム
で
す

こ
れ
に

よ
り

災
害
等
発
生
時
の
情
報
を
集

中
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り

出
動
か
ら
消
火

傷
病
者
搬
送

に
い
た
る
ま
で

よ
り
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
が
期
待
さ
れ
ま
す

　

こ
の
日
行
わ
れ
た
本
格
運
用
開
始

式
で
は

五
十
嵐
市
長
が
各
消
防
署

分
署
に
対
し
て
「
新
指
令
シ
ス
テ
ム

の
十
分
な
運
用
を
お
願
い
し
た
い
」

と
無
線
で
メ

セ

ジ
を
送
り

本

格
運
用
開
始
を
宣
言
し
ま
し
た

　新システムはこのほかにも、被害を最小限に
食い止めるための機能を数多く備えています。
■問合せ　市消防本部通信指令室　32-1112

◆ファクスによる緊急通報が可能です。
　「緊急通報ファクス番号＝１１９番」
◆パソコン、携帯電話等からの電子メールによ
　る緊急通報が可能です（事前登録が必要です）。
◆携帯電話、ＩＰ電話等からの緊急通報の際、
　発信場所を即座に特定できます。
◆災害等発生状況を電話でお知らせします。
　「災害等情報案内電話番号　0180-991-019」
◆また、以下の機能により、的確な消防活動が
　可能になります。
・災害状況に応じた最適な出動部隊を自動編成
・音声合成装置により自動的に出動指令
・災害現場の動画像を消防本部に伝送
・出動車両の位置、動きを管理し、水利情報や
　道路通行止等、的確な活動を支援

皆
し
て
つ
く
る
べ
！ 

お
も
し

横
手
市
！

市
民
協
働
推
進
指
針
（
案
）
を
市
長
に
答
申

横手公園が「日本の歴史公園１００選」に

五十嵐市長に答申する市民協働推進指針策定委員の皆さん

　都市公園法施行50周年記念事業として、同事業実行委員会
（社団法人日本公園緑地協会などで構成）が選定する「日本
の歴史公園１００選」に横手公園が選定されました。これは、
歴史的・文化的資源を保存、継承、活用し、観光振興や地域
振興の実現に大きな効果を発揮している公園を対象に選定す
るもので、市では今後も歴史的・文化的資源の保存とさらな
る活用に努めたいと考えています。
　詳しくは、社団法人日本公園緑地協会ホームページをご覧
ください（http://www.posa.or.jp/op/50year/）。
■問合せ　市建設部都市整備課街路・公園担当
　　　　　（十文字庁舎内）　42-5120
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２
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３
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４
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し
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ま
す

■
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市
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務
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共
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参
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協
働
推
進
室
（
本
庁

南
庁
舎
内
）　

３
５

２
１
５
８

　

～ 市民協働推進５か条 ～

○
情
報
の
共
有

市
民
活
動
団
体
と
行
政
と
の
協
議
会
の
開
催

地
区
会
議

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
な
ど
の
交
流
機
会
の
提
供
ほ
か

○
参
加
・
参
画

パ
ブ
リ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
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知

各
種
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画
策
定
に

お
け
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市
民
参
画
基
準
の
明
確
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ほ
か

○
協
働
意
識
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発
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人
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成

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
の
定
期
的
な
広
報

市

民
協
働
コ

デ

ネ

タ

の
育
成
ほ
か

○
環
境
整
備

地
区
会
議
の
住
民
へ
の
周
知

支
援
事
業
の
推
進

職
員

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
体
験
型
研
修
お
よ
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流
事
業
の
実
施
ほ
か

○
評
価
・
公
開

協
働
事
業
評
価
書
の
作
成

公
開

市民協働を進めるため、
このような施策を検討していきます。

教 育 ありがとう わが母校
保呂羽小学校が18年の歴史に幕

07.04
.01

街から
あなた

へ

行政
情報
便

市民
協働

み
ん
な

　平成19年６月１日から平成21年３月31日までの期間にお
いて、市が発注する50万円未満の小規模修繕（内容が軽易
で、かつ履行が容易であると認められるもの）の受注を希
望する方は、登録申請書を提出して下さい。
　なお、登録申請をした事業者は、登録名簿に登載され、
市が小規模修繕を発注する際の見積依頼の対象となります
が、見積依頼や契約を約束するものではありませんのでご
留意下さい。
　詳しい内容について記載した資料（横手市小規模修繕等
契約希望者登録の申請をされる方へ）は、契約検査課（市
役所北庁舎３階）で配布しております。この資料は、横手
市ホームページ（http://www.city.yokote.lg.jp/）でも公
表しております。

■受付期間
　４月２日～５月25日まで（土、日曜日及び祝日を除く）
■登録申請書の提出方法
　登録申請書は、午前８時30分から午後５時までの間に記
　載内容を説明できる方がご持参下さい
■登録審査の有効期間
　平成19年６月１日から平成21年３月31日まで
■登録審査の結果の通知
　登録審査の結果については、６月上旬までに書面により
　通知します。
■提出先及び問合せ先
　市財務部契約検査課契約担当（市役所北庁舎内）
　　３５－２１６９

契約
検査 小規模修繕等契約希望者の登録申請について

街からあなたへ～行政情報便～



福 祉
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受付窓口が県から市へ変わります
市が行う県からの権限移譲事務のお知らせ

児童委員の指揮監督

民生委員の指揮監督

福祉事務所 社会福祉
課（大森庁舎内）
　26－2112

民生児童委員の活動に要する経費や市民生児童委員協議会の
運営費について申請を受け交付します。

生活関連施設に対する
バリアフリー適合証の
交付

建設部 建築住宅課
指導担当（横手庁舎内）
　35－2224

市が行う建築確認事務における、生活関連施設についてバリ
アフリー適合証を交付します。

指定介護予防サービス
事業者の指定

福祉事務所 高齢ふれ
あい課（大森庁舎内）
　26－2114

指定申請を予定している介護予防サービス事業者への事前指
導、申請受理、指定の可否などの事務を行います。

高齢者用優良賃貸住宅
の供給計画の認定

建設部 建築住宅課
指導担当（横手庁舎内）
　35－2224

良好な居住環境を備えた高齢者向け優良賃貸住宅の整備管理
の供給計画申請の認定、指導、助言、改善命令等の事務を行
います。

土地改良区の農業用用
排水施設の管理規程の
認可

産業経済部 農林整備
課（増田庁舎内）
　45－5511

土地改良区が、農業用用排水施設又は農用地の保全上必要な
施設管理を行う場合の管理規程の認可、公告に関する事務を
行います。

農業協同組合等の換地
計画の認可

産業経済部 農林整備
課（増田庁舎内）
　45－5511

農業協同組合等からの換地計画の認可申請の受理、審査、適
否通知、認可の事務を行います。

財産区の財産等の処分
等の同意

財務部 管財課
（北庁舎内）
　35－2158

財産区議会条例を改廃する条例を財産区議会に提案、財産区
の財産処分に協議同意する事務を行います。

土地の譲渡に係る事業
所得等の課税の特例等
に係る優良宅地の認定

建設部 建築住宅課
指導担当（横手庁舎内）
　35－2224

租税特別措置法の規定による優良宅地の認定書、証明書の交
付等の事務を行います。

都市計画区域内におけ
る路外駐車場の設置の
届出の受理

建設部 都市計画課 
（十文字庁舎内）
　42－5117

都市計画区域内における、駐車供用面積500 以上の有料駐車
場設置の届出、管理規程の制定・変更の届出、供用の休廃止
等の届出等を受理します。

都市計画区域内におけ
る開発行為の許可

建設部 都市計画課 
（十文字庁舎内）
　42－5117

都市計画法に基づく一定規模以上の開発行為に対する許可、
検査、公告等の事務を行います。

特定優良賃貸住宅の供
給計画の認定

建設部 建築住宅課
指導担当（横手庁舎内）
　35－2224

良好な賃貸住宅の整備管理の供給計画申請の認定、指導、助
言、改善命令等の事務を行います。

電気用品の販売の事業
を行う者からの報告の
徴収

産業経済部 商工労働
課（増田庁舎内）
　45－5516

電気用品の安全性を確保する技術基準に合格したＰＳＥマー
クの有無について、販売店店頭で現地確認、立入検査、報告
徴収を実施する事務を行います。

家庭用品の販売業者に
対する表示等の指示

産業経済部 商工労働
課（増田庁舎内）
　45－5516

消費者の通常生活に使用されている繊維製品等のうち、特に
品質を識別する必要が高いものについて、販売店等で現地確
認、立入検査、報告徴収を実施する事務を行います。

特定製品の販売の事業
を行う者からの報告の
徴収

産業経済部 商工労働
課（増田庁舎内）
　45－5516

移譲対象事務 事務の内容 問合せ先区　　分

　手続きの迅速化や利便性の向上につながる県から市への権限移譲事務について、４月から以下の事務項目が追加に
なりました。県と市の役割を見直し、市が自立的・主体的に個性豊かな地域づくりを展開することで、総合的な行政
サービスを直接提供することが出来るようになります。

福 祉

長 寿 社 会

農林水産業

まちづくり

安 全 安 心

一般消費者に供される生活用製品のうち、その構造・使用状
況等からみて特に身体に危害を及ぼす恐れのある製品につい
ての技術基準に合格したＰＳＥマークの有無について、販売
店店頭で現地確認、立入検査、報告徴収を実施する事務を行
います。
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投票さ来いっ!投票さ来いっ!

～よこてハートフルプラン～
障がい計画・障がい者福祉計画を策定

４
月
８
日（
日
）は
秋
田
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

障がいの表記について
　市では、これまで「障害者」「障害」など、漢字で表記して
いた「害」について、今後はひらがなを用い、市が発行する
文書、広報紙等については「障がい者」「障がい」などと表記
することにしました。ただし、法律名、政令名、省令名、
条例名、規則名およびそれらで使用されている用語、関係
団体の名称、関係施設の名称など、固有の名称と判断され
るものについては、漢字を用いることとします。

福 祉

　市では、旧市町村がそれぞれの地域の実状に合わせ、策
定していた障害者計画を下地として、平成18年度から平成
26年度までの９か年の障がい者施策をまとめた、横手市障
がい者計画を策定しました。
　サブタイトルのよこてハートフルプランの「ハートフ
ル」には、「心のこもった」「愛にあふれた」という意
味があります。
　また、横手市全体で向こう３年間に整備すべき障がい者
福祉サービス提供基盤に関する目標を障がい福祉計画とし
て盛り込んでおります。
　この計画策定にあたっては、関係団体、医療機関、教育
機関、雇用労働機関、行政機関から策定委員を委任し、作
業を行い、市民アンケート等を通してたくさんの方々から
貴重なご意見をいただきました。
　計画は、「障がいのある人もない人も互いに支えあい、
協働しすべての市民の笑顔がかがやくまちよこて」を基本
理念に、３つの基本目標とその達成のために行う５つの重
点プロジェクトを設定し、市の行う施策についてまとめて
います。計画の詳細については、市ホームページに全文を
掲載いたしますので、是非ご覧下さい。
■３つの基本目標
　○ふれあいのある共に生きるまちづくり
　○安心・充実した暮らしを営めるまちづくり
　○すべての人が快適に過ごせるまちづくり
■問合せ　市福祉環境部社会福祉課障がい福祉担当
　　　　　　２６－２１１２

　市では、心身障がい者の居室等を増築または改築する方
に、その資金を低金利で貸付する、心身障がい者住宅整備
資金貸付事業を実施します。
■対象者　
　市内に居住する障がい者または障がい者と同居する親族
　（10年間で貸付金の償還が可能な方。市内に居住する２
　　名の保証人が必要です）
■対象となる障がい者の等級
　身体１～４級、療育Ａ判定の方等
■貸付限度額
　150万円
■貸付利率
　貸付実施時の財務省財政融資資金貸付金利（現在利率1.5％）
■申込期限
　８月31日（金）
■問合せ　市福祉環境部社会福祉課障がい福祉担当
　　　　　　２６－２１１２
　　　　　または各地域局福祉課・福祉保健課

心身障がい者住宅整備資金貸付を
実施します



子育て
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名　　称

沼館保育園学童保育

児童クラブ「はくさん」

睦小なかよし学級

実施場所

沼館保育園

白山小学校

睦合小学校

定員

12人

10人

10人

小学校区

雄物川北小学校

白山小学校

睦合小学校

お問い合わせ先

雄物川地域局福祉保健課　２２－２１５７

大森地域局福祉保健課　２６－４０３０

十文字地域局子育て支援センター　５５－２２５５

■対象者　おおむね小学校４年生までの児童で、放課後や
　　　　　学校休業日に保護者が仕事等で昼間家庭にいな
　　　　　いため、家庭で保護を受けることが難しい児童
■実施日　月～土、学校休業日（長期、代休等含む） 
■利用料　通年利用の場合は月額5,000円、長期休みのみ利
　　　　　用の場合は月額7,000円（同時に２人以上利用す
　　　　　る場合の２人目以降およびひとり親家庭の児童
　　　　　は半額）      
■問合せ　雄物川地域局および大森地域局の福祉保健課、
　　　　　十文字地域局子育て支援センター、または福祉
　　　　　環境部子育て支援課児童家庭担当（大森庁舎内）
　　　　　　２６－２１１３

放課後児童クラブ（沼館・白山・睦合）が新設されます

　市では、平成19年度から下記の放課後児童クラブを新設します。
　従来のクラブと合わせ20か所のクラブで、働く保護者の皆さんを支援し、子どもの健やかな成長のためのお手伝いを
します。

街からあなたへ～行政情報便～

出稼ぎ互助会制度が変わります

　秋田県の出稼労働者数は、昭和46年度をピークに減少し、
平成18年度には2,354人とピーク時の約３．２％まで減少し
ています。
　また、出稼ぎ互助会員の登録者数も著しく減少し、平成
18年12月には2,000人を割っています。
　こうしたことから、この度、県の出稼ぎ対策の見直しの
一環として、互助会制度についても見直しを行うこととな
りました。
■制度の移行について
○従来の出稼ぎ互助会制度は、平成19年３月31日をもって
　新たな登録や更新を終了しました。
○平成19年４月１日からは、新しい制度に移行します。
○ただし、平成20年３月31日まで有効期間のある互助会員
　の方は、有効期間中は従来のサービス（地元紙の送付、
　見舞金の給付）が受けられます。

■新たな制度について
○見舞金は、出稼ぎ者が不幸にも災害等に遭われて亡くな
　られたり後遺障害が残った場合、最高で50万円（後遺障
　害については、障害の状況により給付額が異なります）
　が給付されます。
○これまで送付されていた地元紙の送付を終了します（こ
　のサービスは１事業所に２人以上の出稼ぎ者がいて「お
　届けハガキ」を出した方に限っていました）。
○出稼ぎ相談については継続します。
○会費は、800円から500円に引き下げられます。
○就労前及び就労中健康診断については、従来どおり継続
　します。
■問合せ　横手市出稼ぎ相談所（産業経済部商工労働課内）
　　　　　　４５－５５１６
　　　　　または各地域局産業振興課

商工
労働

商工
労働

応援します 事業主の皆さん
横手市中小企業融資あっせん資金（マル横）制度のご案内

■マル横制度の概要
　対 象 者　中小企業者で、横手市に１年以上住所または
　　　　　　事業所を持ち、事業を営んでいる市税完納者
　資金使途　事業に必要な運転資金および設備資金
　保 証 人　個人の場合は不要
　　　　　　法人の場合は代表者
　限 度 額　1,500万円

　貸付期間　10年以内
　利　  率　年２.45％（平成19年４月１日現在）
　　　　　　※２年間は市が１/２分を利子補給します
　保 証 料　年２.２％以内
        　　セーフティネット保証０.88％ （市が負担し　
　　　　　ます）
　取扱い先　市内各金融機関、横手商工会議所、各商工会

　市では、市内企業の経営安定や業界の振興・発展のため、横手市中小企業融資あっせん資金（マル横）制度を実施し
ています。

■問合せ　市産業経済部商工労働課（増田庁舎内）　４５－５５１６

■マル横制度が利用できる中小企業者

製造業

鉱業

卸売業

小売業

サービス業

旅館業

ゴム製品製造業

資本金３億円以下または
従業員300人以下

資本金３億円以下または
従業員300人以下

資本金１億円以下または
従業員100人以下

資本金5,000万円以下または
従業員50人以下

資本金5,000万円以下または
従業員100人以下

資本金5,000万円以下または
従業員200人以下

資本金３億円以下または
従業員900人以下

　業　種
　次の業種以外は原則として対象になります。
　１．金融・保険業（損害保険代理、保険サービス業は対象と
　　　なります）
　２．農林漁業（素材生産業、素材生産サービス業は対象とな
　　　ります）
　３．風俗営業（麻雀クラブは対象となります）
　４．易断所、観相業、相場案内業
　５．競輪・競馬等の競争場および競技団
　６．芸ぎ業及び芸ぎ斡旋業
　７．興信所（もっぱら個人の身元、身上、素行、思想調査等
　　　を行うもの）
　８．場外馬券売場、場外車券売場、競輪・競馬等の予想業
　９．集金業、取立業（公共料金またはこれに準じるものは対
　　　象となります）
　10．政治・経済・文化団体

資本金・従業員

都市
整備

国
道
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０
７
号
か
ら
の
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ク
セ
ス
が
便
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に
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坂
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合
公
園
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ロ
ム
ナ

ド
が
供
用
開
始

　市では、洪水などの災害による被害を最小限にとどめるた
め、雄物川・皆瀬川・成瀬川・横手川の「洪水ハザードマッ
プ（避難地図）」を作成しました。この地図をもとに、家族
やご近所で話し合い、もしもの災害に備えましょう。
　マップは、浸水想定区域内の世帯には直接配布しています
が、区域外の方で希望される方にも差し上げますので、お近
くの地域局市民生活課窓口へお越しください。

■問合せ　市総務企画部総務課防災安全担当
　　　　　　35-2161（本庁南庁舎内）

非常時に備えて
洪水ハザードマップを作成しました総 務
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課

　

街
路
・
公
園
担
当
（
十
文
字
庁
舎

　

内
）　

４
２

５
１
２
０

グリーンスタジアムよこて

駐車場 駐車場

バザールさん

←至由利本荘 至北上→
西赤坂バス停

←赤坂総合公園
　園名版

車止め（公園利用者以外
の一般車両は、プロムナ
ード側、秋田ふるさと村
側のどちらからも通り抜
けできません）。

プロムナード→

107

ゲート



市報よこてに関するお問い合わせは、市総務企画部企画課広報広聴担当　３５－２１６２へ
※組織再編により、広報広聴担当が秘書広報課から企画課に変わりましたが、電話番号は今までどおりです。
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）
５
月
２
日（
水
）

■
送
り
先
・
問
合
せ
先

〒
０
１
３

８
６
０
１　

横
手
市
前
郷
字
下
三
枚
橋
１
６
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」
宛

　
　

３
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６
１
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市内全地区の情報を
一つの紙面に

発行回数は月２回に

くらしに役立つ
広報紙をめざします

「地域交流誌」として一定の成果
　平成17年10月の横手市誕生以来、「市報よこて」は、合
併協議の決定を受け「新市一体感を醸成するための交流情
報誌」という位置づけで発行してきました。
　具体的には、「８つの地域の魅力や人物等を、写真を生
かして紹介し、それぞれの地域の特色を早期に理解できる
ような内容で構成していく」という編集方針のもと、毎月
２回発行の全市版については、特集や各地域の人物紹介、
さらには読者との交流にも力を入れながら、市からの情報
伝達はもとより「横手市は一つ」という意識を育む紙面構
成としてきました。
　また、月１回発行の地域局版については、地域限定のお
知らせを中心に全市版では掲載しきれない地域密着の話題
なども掲載し、細やかな情報伝達に努めてきたところです。

情報伝達をより効果的に
　市民の皆さんからは、地域に密着した情報誌としての水
準を保ちながら、新市の一体感を目指した市報のあり方を
評価していただく一方で、毎月３部の広報紙が配られるこ
とによる情報の氾濫や重複など、提供のあり方を簡素化す
るべきといった声がしばしば寄せられていました。また、
厳しい財政状況の中、形態の異なる複数の広報紙が発行さ
れていることについても、経費削減の余地があるとの声が
聞かれます。
　市では、こうしたご意見を踏まえて検討を重ねた結果、
平成19年度からは、より市民生活に密着した、まちづくり
に「生かされる市報」を目指すとともに、市報が担うべき
役割を存分に発揮できるより良い市報のために、その発行
形態や内容を見直すこととし、以下の内容で皆さんのお手
元にお届けすることとしました。

これまで、地域ごとに異なる内容で発行されていた地域局版の情報を全市民の皆
さんが共有できるよう、全市版に統合してお知らせします。

毎月１日と15日の発行は、これまでの全市版の発行と変わりませんが、お知らせ
版の情報をカラー化して全市版に統合することで、毎月２回のお届けになります。

掲載内容を精査し、紙面を一新。行政からの報告やお知らせなど、きめ細かい情
報を発信し、くらしに役立てられる広報紙をめざします。

市報よこてが新しくなります市報よこてが新しくなります

よりくらしに役立つ
活用される情報紙を目指して

より身近で見やすい紙面構成と経費削減を両立し、４月15日号からリニューアルします

４/15～ お
寄
せ
く
だ
さ
い　

市
長
へ
の
手
紙

　市民の皆さんから寄せていただく「手紙」は、私が直接拝

見したうえで、関係部局に調査、検討するよう指示し、今後

の市政運営の参考にさせていただきます。

　先日、市民協働推進指針が答申されましたが、これも協働

のまちづくりに向けた施策の一つと考えています。個性と魅

力あるまちづくりに向け、皆さんの率直な意見と大胆な発想

をお聞かせください。

横手市長　五十嵐 忠悦
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昌
男

　

眞
田　

正
照

　

石
山　

清
和

　

小
丹　

茂
樹

　

橋
髙
　

健
幸

　

長
里　

恒
夫

　

柴
田　

恒
宏

　

畑
田
喜
代
志

　
【
横
手
庁
舎
】

　

松
川　

喜
郎

　

小
西　

正
起

　

佐
藤　

敏
己

　　
【
大
雄
庁
舎
】

　

佐
々
木
久
雄

　

安
田　

章
悦

　

森
屋　

輝
夫

　

粕
加
屋
健
市

　

近　
　

潤
行

　

松
川　

幸
子

　

願
法　

廣
典

　
【
大
森
庁
舎
】

　

佐
藤　

耕
一

　

高
橋　
　

実

　

橋
隆
一
郎

　

佐
々
木
裕
治

　

佐
野　
　

司

　
【
各
施
設
】

橋
髙髙

俊
一

　

斎
藤

正
樹

　

遠
藤　
　

登

　

半
田　

輝
一

　

安
田　

章
悦

　

菊
地　
　

均

　

加
藤　

吉
雄

　

佐
藤　

富
子

　

皆
川　
　

榮

　

鈴
木　

康
和

　

伊
藤　

卓
雄

　

藤
田　
　

茂

　

石
川　
　

博

　
【
増
田
庁
舎
】

　

阿
部　
　

充

　

奥　
　

清
治

　

高
橋　

信
行

　

粕
加
屋
俊
夫

　

藤
井　

靖
己

　

小
川　

孝
行

　
　

　

佐
藤　

良
吉

　

石
塚　

好
明

　

加
賀
谷
惣
一

　

佐
藤　

正
信

　

鈴
木　

弘
志

　

最
上　

惠
一

　
【
山
内
庁
舎
】

　

田
口　

春
久

　

木
下　

利
章

　

丸
谷　

秀
夫

　

佐
藤　

正
晴

　
【
横
手
庁
舎
】

　

伊
藤　
　

隆

　

斎
藤　
　

一

　

高
橋　

幸
雄

　

照
井　

康
晴

　

伊
藤　

一
彦

　
【
横
手
庁
舎
】

　

高
橋　

和
吉

　

佐
藤　
　

誠

　
【
横
手
庁
舎
】

　

内
田　

一
之

　

畠
山　
　

仁

　
【
横
手
庁
舎
】

　

蔦
屋　

良
一

　
【
横
手
庁
舎
】

　

佐
藤　

矩
男

　

内
藤　
　

稔

　
【
平
鹿
庁
舎
】

　

照
井　

清
司

　

藤
谷　

正
人

　

小
野　

順
一

　

伊
藤　

孝
俊

　

尾
形　

純
治

　

築
山　
　

富

　

魚
谷　
　

修

　

小
西　

一
夫

　

藤
谷　

義
光

　

柴
田　

健
悦

　

山
石　

一
実

　

石
上　

文
男

　

千
田　

幸
咲

　

遠
藤　

定
信

　

太
田　

和
昭

　

小
西　
　

稔

　

藤
原　

廣
三

　

照
井　

礼
司

　

照
井　
　

寛

　　

石
川　

進
一

　

黒
澤　

純
一

　

手
賀　
　

茂

　

菊
池　

由
孝

　

高
橋　

隆
一

　

運
藤　
　

正

　

石
山　

昭
一

　

石
田　
　

正

　

高
橋　

賢
一

　

松
浦　

利
明

　

眞
坂　
　

進

　

児
玉
ア
キ
子

　

遠
藤　

晴
美

　

中
澤　

誠
一

　

高
橋
孝
一
郎

　

菅　
　

永
義

　

原　

ヨ
シ
ミ

　

関
口　

悦
雄

　

大
坂
谷　

濶

　

畠
山　

富
雄

　

五
十
嵐
久
一

　

佐
藤　

芳
美

　

福
岡　

新
作

　

柴
田　

清
治

　

太
田　

照
敏

　

森
田　

泰
博

　

米
山　
　

隆

　

山　

勇
光

　

橋
髙髙
　

克
文

　

織
田　

信
夫

　

澁
谷　
　

満

　

最
上　

康
吉

　

田
口
美
喜
子

　

佐
藤　

栄
一

　

鈴
木　

淳
悦

　　

高
橋　
　

守

　

菊
地　

晴
男

　

向
川　

善
雄

　

得
平　

次
夫

　

照
井　
　

薫

　

阿
野　

広
美

　

佐
々
木　

豊

　

柴
田　

厚
司

　

佐
々
木
敏
廣

　

鈴
木　

悦
子

　

須
藤　

茂
美

　

橋
髙髙

　

政
利

　

土
田　

晴
吉

部
長

次
長
兼
総
務
課
長

次
長
兼
人
事
課
長
兼
行
政
経
営
改
革
室
長

次
長
兼
国
体
推
進
事
務
局
長

国
体
推
進
事
務
局
主
幹

行
政
経
営
改
革
室
主
幹

次
長
兼
企
画
課
長
兼
男
女
共
同
参
画
・

市
民
協
働
推
進
室
長

次
長
兼
特
別
養
護
老
人
ホ

ム
白
寿
園

施
設
長

電
算
情
報
課
長

部
長
兼
実
験
農
場
管
理
者

農
政
課
長

次
長
兼
観
光
物
産
課
長

農
林
整
備
課
長

商
工
労
働
課
長

マ

ケ
テ

ン
グ
推
進
課
長

部
長

次
長
兼
都
市
整
備
課
長

次
長
兼
道
路
河
川
課
長

次
長
兼
建
設
監
理
課
長

都
市
計
画
課
長

建
築
住
宅
課
長

部
長

次
長
兼
下
水
道
管
理
課
長

次
長
兼
水
道
総
務
課
長

福
祉
保
健
課
長
兼
子
育
て
支
援
セ

ン
タ

所
長

福
祉
保
健
課
長
兼
子
育
て
支
援
セ

ン
タ

所
長

ま
す
だ
保
育
園
保
育
士
主
幹（
園
長
）

十
文
字
保
育
所
保
育
士
主
幹（
園
長
）

た
い
ゆ
う
保
育
園
保
育
士
主
幹（
園
長
）

福
祉
保
健
課
長
兼
総
合
子
育
て
支
援

施
設
長

福
祉
保
健
課
長
兼
子
育
て
支
援
セ

ン
タ

所
長

下
水
道
整
備
課
長

部
長
兼
健
康
の
駅
推
進
室
長

国
保
市
民
課
長

環
境
課
長

下
水
道
維
持
課
長

水
道
配
水
課
長

水
道
業
務
課
長

水
道
業
務
課
主
幹

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹

議
会
事
務
局
長

議
会
事
務
局
次
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

監
査
委
員
事
務
局
長

監
査
委
員
事
務
局
主
幹

浄
水
課
長

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

会
計
課
主
幹

部
長

次
長
兼
管
財
課
長

財
政
課
長

契
約
検
査
課
長

市
民
税
課
長

資
産
税
課
長

納
税
課
長

Yokote City Public Relations 2007.4.1 16Yokote City Public Relations 2007.4.117

教
育
総
務
部
長
兼
中
央
図
書
館
館
長

教
育
指
導
部
長
兼
教
育
指
導
課
長

教
育
指
導
部
次
長
兼
教
育
セ
ン
タ

所
長

教
育
総
務
部
次
長
兼
教
育
総
務
課
長

学
校
教
育
課
長
兼
学
校
統
合
推
進
室
長

ス
ポ

ツ
振
興
課
長

文
化
財
保
護
課
長（
旧
蛭
野
小
学
校
内
）

横
手
生
涯
学
習
セ
ン
タ

所
長

横
手
中
央
公
民
館
館
長

増
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ

所
長

平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ

所
長

雄
物
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ

所
長

大
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ

所
長

十
文
字
生
涯
学
習
セ
ン
タ

所
長

山
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ

所
長

大
雄
生
涯
学
習
セ
ン
タ

所
長

生
涯
学
習
課
長

次
長
兼
地
域
振
興
課
長

市
史
編
さ
ん
室
長

市
民
生
活
課
長

福
祉
課
長

保
健
セ
ン
タ

所
長

産
業
振
興
課
長

地
域
維
持
課
長

次
長
兼
地
域
振
興
課
長

地
域
振
興
課
主
幹

市
民
生
活
課
長

産
業
振
興
課
長

地
域
維
持
課
長

次
長
兼
地
域
振
興
課
長

市
民
生
活
課
長

福
祉
保
健
課
長

産
業
振
興
課
長

地
域
維
持
課
長

次
長
兼
地
域
振
興
課
長

市
民
生
活
課
長

福
祉
保
健
課
長

産
業
振
興
課
長

地
域
維
持
課
長

次
長
兼
地
域
振
興
課
長

市
民
生
活
課
長

福
祉
保
健
課
長

産
業
振
興
課
長

地
域
維
持
課
長

次
長
兼
地
域
振
興
課
長

市
民
生
活
課
長

産
業
振
興
課
長

地
域
維
持
課
長

次
長
兼
地
域
振
興
課
長

市
民
生
活
課
長

産
業
振
興
課
長

地
域
維
持
課
長

地
域
維
持
課
主
幹

次
長
兼
地
域
振
興
課
長

市
民
生
活
課
長

産
業
振
興
課
長

地
域
維
持
課
長

地
域
維
持
課
主
幹

【
本
庁
南
・
北
庁
舎
】

【
大
沢
浄
水
場
】

【
横
手
地
域
局
】

【
山
内
地
域
局
】

【
大
雄
地
域
局
】

【
増
田
地
域
局
】

【
平
鹿
地
域
局
】

【
雄
物
川
地
域
局
】

【
大
森
地
域
局
】

【
十
文
字
地
域
局
】

【
雄
物
川
庁
舎
】
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紹介は課長級以上とさせて
いただきます。

市の職員体制
保
健
衛
生
課
長

特
別
養
護
老
人
ホ

ム
い
き
い
き
の
郷

施
設
長

養
護
老
人
ホ

ム
ひ
ら
か
荘
施
設
長

特
別
養
護
老
人
ホ

ム
雄
水
苑
施
設
長

特
別
養
護
老
人
ホ

ム
白
寿
園
施
設
長

特
別
養
護
老
人
ホ

ム
憩
寿
園
施
設
長

特
別
養
護
老
人
ホ

ム
鶴
寿
苑
施
設
長

障
害
者
支
援
施
設
大
和
更
生
園
園
長
兼
障
害

者
支
援
施
設
ユ

・
ホ

プ
ハ
ウ
ス
施
設
長

介
護
老
人
保
健
施
設
老
健
お
お
も
り
事

務
長

東
部
環
境
保
全
セ
ン
タ

所
長

西
部
環
境
保
全
セ
ン
タ

所
長

南
部
環
境
保
全
セ
ン
タ

所
長

横
手
衛
生
セ
ン
タ

所
長

雄
物
川
衛
生
セ
ン
タ

所
長

健
康
の
駅
推
進
室
理
学
療
法
士
主
幹

保
健
衛
生
課
栄
養
士
主
幹

総
務
企
画
部

産
業
経
済
部

教
育
委
員
会

会
計
課

地
域
局

議
会
事
務
局

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

上
下
水
道
部

建
設
部

福
祉
環
境
部

財
務
部

【
十
文
字
庁
舎
】 福

祉
事
務
所
長

社
会
福
祉
課
長

子
育
て
支
援
課
長

高
齢
ふ
れ
あ
い
課
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

所
長

消防署及び市立横
手病院、市立大森
病院の体制につい
ては、次号でお知
らせします。

市
職
員
退
職
者

【
平
成
19
年
３
月
31
日
付
退
職
者
】

◆
小
林　

子
（
総
務
企
画
部
秘
書

広
報
課
長
兼
男
女
共
同
参
画
推
進

室
長
）
◆
佐
藤
佇
（
福
祉
環
境
部

東
部
斎
場
総
括
業
務
員
）
◆
高
橋

正
（
福
祉
環
境
部
東
部
環
境
保
全

セ
ン
タ

所
長
）◆
細
川
良
一（
福

祉
環
境
部
南
部
環
境
保
全
セ
ン
タ

総
括
業
務
員
）◆
伊
藤
江
吉（
福

祉
環
境
部
横
手
衛
生
セ
ン
タ

所

長
）◆
柴
田
新
一（
福
祉
環
境
部
横

手
衛
生
セ
ン
タ

総
括
業
務
員
）

◆
山
口
健
太
郎
（
福
祉
環
境
部
雄

物
川
衛
生
セ
ン
タ

管
理
担
当
副

主
幹
）
◆
葛
岡
孝
一
（
福
祉
環
境

部
次
長
兼
保
健
衛
生
課
長
事
務
取

扱
）
◆
照
井
靜
信
（
福
祉
環
境
部

大
和
更
生
園
園
長
）
◆
畠
山
久
美

子
（
福
祉
環
境
部
子
育
て
支
援
課

長
）
◆
佐
々
木
厚
子
（
福
祉
環
境

部
子
育
て
支
援
課
保
育
支
援
担
当

主
査
）
◆
川

登
﨑

美
子
（
福
祉
環

境
部
特
別
養
護
老
人
ホ

ム
憩
寿

園
介
護
士
主
査
）◆
佐
藤
賢
一（
建

設
部
長
）
◆
小
野
タ
ヅ
子
（
会
計

課
長
）
◆
最
上
屋
靖
一
（
農
業
委

員
会
事
務
局
農
地
振
興
担
当
副
主

幹
）
◆
佐
々
木
せ
い
子
（
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
総
務
課
総
務
担

当
副
主
幹
）
◆
石
川
由
利
子
（
増

田
学
校
給
食
セ
ン
タ

副
主
幹
）

◆
平
塚
ユ
ミ
子
（
平
鹿
学
校
給
食

セ
ン
タ

総
括
調
理
員
）
◆
山
本

孝
三
（
山
内
学
校
給
食
セ
ン
タ

総
括
業
務
員
）
◆
伊
藤
明
道
（
境

町
公
民
館
長
併
横
手
地
域
局
境
町

出
張
所
長
併
横
手
地
域
局
地
域
農

産
物
等
活
用
型
総
合
交
流
施
設
ふ

る
さ
と
館
館
長
）
◆
金
澤
進
（
教

育
セ
ン
タ

所
長
）◆
和
賀
秀（
金

沢
小
学
校
総
括
校
務
員
）
◆
吉
川

和
男（
植
田
小
学
校
総
括
校
務
員
）

◆
高
橋
明
子
（
横
手
南
中
学
校
総

括
校
務
員
）
◆
中
山
幸
一
（
鳳
中

学
校
総
括
校
務
員
）◆
奥
州
薫（
教

育
委
員
会
十
文
字
生
涯
学
習
セ
ン

タ

所
長
兼
十
文
字
図
書
館
館
長

兼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

所
長
）

◆
石
井
精
子
（
横
手
地
域
局
市
民

生
活
課
市
民
生
活
担
当
副
主
幹
）

◆
草
薙
久
子
（
横
手
地
域
局
保
健

セ
ン
タ

保
健
師
副
主
幹
）
◆
泉

谷
功
（
増
田
地
域
局
市
民
生
活
課

長
）
◆
石
垣
正
子
（
増
田
地
域
局

ま
す
だ
保
育
園
保
育
士
副
主
幹
）

◆
阿
部
治
徳
（
増
田
地
域
局
地
域

維
持
課
長
）
◆
石
山
德
松
（
増
田

地
域
局
地
域
維
持
課
上
下
水
道
担

当
副
主
幹
）◆
織
田
敏
夫（
平
鹿
地

域
局
地
域
維
持
課
維
持
管
理
担
当

総
括
業
務
員
兼
総
括
運
転
士
）
◆

佐
藤
博
高
（
雄
物
川
地
域
局
次
長

兼
地
域
振
興
課
長
事
務
取
扱
併
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
主
幹
）
◆

富
田
彦
治
（
雄
物
川
地
域
局
地
域

振
興
課
管
財
担
当
主
席
運
転
士
）

◆
佐
藤
純
子
（
雄
物
川
地
域
局
福

地
保
育
所
保
育
士
主
査
）
◆
村
上

耕
一
（
十
文
字
地
域
局
次
長
兼
地

域
振
興
課
長
事
務
取
扱
併
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
主
幹
）
◆
柿
崎

晴
代
（
十
文
字
地
域
局
子
育
て
支

援
セ
ン
タ

所
長
）
◆
藤
原
秀
夫

（
山
内
地
域
局
地
域
振
興
課
管
財

担
当
総
括
運
転
士
）
◆
高
橋
清
一

郎
（
山
内
地
域
局
さ
ん
な
い
保
育

園
総
括
運
転
士
）
◆
佐
々
木
壽
一

（
大
雄
地
域
局
子
育
て
支
援
セ
ン

タ

所
長
）
◆
鈴
木
文
子
（
大
雄

地
域
局
た
い
ゆ
う
保
育
園
保
育
士

副
主
幹（
園
長
））
◆
小
野
み
ど
り

（
大
雄
地
域
局
た
い
ゆ
う
保
育
園

保
育
士
副
主
幹
）

【
県
教
育
委
員
会
へ
帰
任
】

◆
伊
藤
一
（
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
主
査
） 

 

【
北
上
市
へ
帰
任
】 

 

◆
高
橋
英
樹
（
建
設
部
都
市
計
画

課
計
画
担
当
副
主
査
）

【
新
規
採
用
者（　

付
）】

◆
石
垣
希
望
（
財
務
部
納
税
課
納

税
担
当
主
事
）
◆
乘
田
雅
博
（
建

設
部
道
路
河
川
課
整
備
第
一
担
当

技
師
）
◆
土
田
裕
介
（
横
手
地
域

局
市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当
主

事
）
◆
本
郷
美
佳
（
横
手
地
域
局

市
民
生
活
課
環
境
・
防
災
担
当
主

事
）◆

橋
髙

智
子（
横
手
地
域
局
産

業
振
興
課
商
工
観
光
担
当
主
事
）

◆
細
谷
大
智
（
増
田
地
域
局
産
業

振
興
課
振
興
担
当
主
事
）
◆
鈴
木

稔
（
大
雄
地
域
局
市
民
生
活
課
税

務
担
当
主
事
）◆
板
井
亙（
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
指
導
課
教
育
指

導
担
当
主
査
（
秋
田
県
教
育
委
員

会
よ
り
派
遣
））◆
斉
藤
輝
彦
（
産

業
経
済
部
観
光
物
産
課
物
産
担
当

副
主
査（
奥
州
市
よ
り
派
遣
））

組
織
・
機
構
の
見
直
し

市の組織
　機構を再編

均衡ある市民サービスの提供を目指し
　市では、均衡ある市民サービスの提供、
サービスの充実を目指し、４月１日付け
で組織・機構の見直しと人事異動を行い
ました。
　以下、主な見直しの内容と職員体制に
ついてお知らせします。

帰
任
職
員

新
規
採
用
職
員

4
1／

こ
う
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植
田
地
区
は

白
鳥
の
飛
来
地
と
し
て
有
名
で
す

毎
年
十
月
の
初
め
か
ら
四
月
ま
で

地
区
の
あ
ち
こ
ち

で
美
し
い
白
鳥
の
姿
が
見
ら
れ

鳴
き
声
が
ひ
び
き
わ

た
り
ま
す

そ
し
て

そ
ん
な
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

て
育

た
植
田

子
は

と
て
も
元
気
で
す

そ
れ
に

は

い
く
つ
か
ひ
み
つ
が
あ
り
ま
す

　

一
つ
め
は

「
わ
ん
ぱ
く
タ
イ
ム
」
と
い
う
体
力
作

り
の
時
間
で
す

春
か
ら
秋
に
か
け
て

毎
日
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
走
り
ま
す

雨
の
日
や
冬
の
間
は

健
康
委
員

が
考
え
た
「
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
体
操
」
や
な
わ
と
び
を
し

て
い
ま
す

み
ん
な
元
気
に
運
動
し
て
い
て

ど
ん
ど

ん
体
力
が
つ
い
て
き
て
い
ま
す

　

二
つ
め
は

「
わ
く
わ
く
キ

ズ
」
で
す

年
三
回

お
昼
休
み
に
全
校
の
縦
割
り
グ
ル

プ
で

い
ろ
い
ろ

な
ゲ

ム
を
し
て
楽
し
み
ま
す

ゲ

ム
の
内
容
は
運

営
委
員
が
考
え
ま
す

二
月
に
は
そ
り
に
ボ

ル
を
乗

せ
て
運
ぶ
「
そ
り

こ

リ
レ

」
を
し
ま
し
た

途
中
で
ボ

ル
を
落
と

し
た
り
す
る
な
ど
の
ハ

プ
ニ
ン
グ
が
多
く
て

と
て
も
お
も
し
ろ
か

た
で
す

　

今
年
も

植
田

子

の
み
ん
な
が
元
気
で
笑

顔
が
い

ぱ
い
に
な
れ

る
よ
う
に
こ
の
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す

　

笹
山
さ
ん
ご
夫
妻
は

昭
和
31
年

11
月
に
ご
結
婚

稲
刈
り
の
終
わ

た
秋
晴
れ
の
日

髪
結
い
姿
の
シ
デ

子
さ
ん
は
実
家
の
あ
る
美
郷
町
か
ら

タ
ク
シ

に
乗

て
順
治
さ
ん
の
も

と
へ
嫁
い
で
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す

　

笹
山
家
は
米
作
り
と
り
ん
ご
栽
培

に
勤
し
む
農
家

「
と
に
か
く
優
し

い
義
父
母
と
夫
に
恵
ま
れ

寂
し
さ

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た

実
家
も
農
家
で
し
た
の
で
仕
事

も
苦
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
ね
」

と
語
る
シ
デ
子
さ
ん

　

な
か
で
も

横
手
に
来
て
初
め
て

覚
え
た
と
い
う
り
ん
ご
栽
培
に
す

か
り
魅
了
さ
れ
た
そ
う
で

家
の
り

ん
ご
畑
が
無
く
な

て
か
ら
も
選
果

場
や
近
所
の
果
樹
園
に
手
伝
い
に
行

く
な
ど

り
ん
ご
に
携
わ
る
生
活
を

現
在
も
続
け
て
い
る
そ
う
で
す

　

一
方

順
治
さ
ん
も
農
業
に
励
む

日
々

「
趣
味
は
草
む
し
り
（
笑
）

な
ん
て
言
え
そ
う
な
ぐ
ら
い

農
業

漬
け
の
毎
日
だ
よ
」
と

農
業
一
筋

に
打
ち
込
ん
で
き
た
方
ら
し
い
言
葉

が
印
象
的
で
す

　

今
は

お
孫
さ
ん
の
世
話
を
す
る

の
が
一
番
の
楽
し
み
と
話
す
お
二
人

「
健
康
で
家
族
み
ん
な
幸
せ
な
の
が

一
番

私
た
ち
夫
婦
も
お
互
い
に
言

い
た
い
こ
と
を
は

き
り
と
言
い
合

て
き
た
の
が
良
か

た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね

」
と
語
り
ま
す

そ

ん
な
ご
夫
妻
を
春
の
暖
か
な
日
差
し

が
柔
ら
か
く
包
ん
で
い
ま
し
た

植
田
小
学
校（
十
文
字
）

芸
能
サ

ク
ル（
増
田
）

増
田
喜
多
松
風
会

笹山　順治さん（84歳）
　　シデ子さん（77歳）

（横手）

かがやきかがやき

サ

ク
ル
紹
介

交差点
山田　真子さん （山内）
（21歳・Ａ型・乙女座）

　

増
田
喜
多
松
風
会
は
明
治
43
年
に
結
成

平
成
22
年
に
は
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
と
い
う

歴
史
と
伝
統
あ
る
サ

ク
ル
で
す

現
在
は

会
員
17
人

が
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
30
分
か
ら

増
田
地
区
多
目
的
研
修
セ
ン
タ

で

謡
曲
の
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す

　

謡
曲
と
は
伝
統
芸
能

能
の
せ
り
ふ
の
こ
と

始
ま
り
は
室
町
時
代
と
も

い
わ
れ

当
時
の
古
い
日
本
語
が
五
七
調
に
な

て
い
る
こ
と
か
ら
日
本
語

の
響
き
の
美
し
さ
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す

　

会
で
は
半
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し

他
市
町
村
の
団
体
と

の
交
流
を
通
し
て
芸
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す

「
謡
曲

は
歴
史
の
勉
強
に
も
な
り
ま
す
し

ぜ
ひ
次
世
代
に

残
し
た
い
伝
統
で
す
」
と
は
メ
ン
バ

の
声

　

１
０
０
周
年
を
目
指
し

後
継
者
の
新
規
加

入
・
育
成
を
図
り
な
が
ら
精
力
的
に
活
動
を

展
開
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
で
す

◆
問
合
せ　

糯
田　

文
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　

４
５
―
３
２
４
８

  

昨
年
４
月
か
ら

さ
ん
な
い
保
育
園
の

保
育
士
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
真
子
さ
ん

実
際
に
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合

て
み
て

学
生
時
代
に
教
科
書
で
学
ん
だ
こ
と
の
意
味

な
ど
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す

☆
自
分
の
性
格
は
？

　

明
る
さ
が
取
り
柄
で
す

☆
モ

ト

は
？

　

早
め
早
め
の
行
動
か
な

と
き
に
は
早
す
ぎ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
（
笑
）

☆
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は
？

　

信
頼
で
き

自
分
と
基
本
的
な
感
覚
の
合
う
人

☆
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

今
は
長
年
の
夢
を
叶
え
た
ば
か
り

こ
れ
か
ら
次

の
素
敵
な
夢
を
探
し
て
い
き
た
い
で
す
ね

　

瞳
を
輝
か
せ
て
話
を
す
る
姿
か
ら
素
直
さ
と
若
々

し
い
純
粋
さ
が
伝
わ

て
き
ま
す

子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
に
ま
で
好
か
れ
る

愛
ら
し
い
女
性
で
す

◆今月の記者
　植田小学校６年
　（左から）
 橋髙 　賢斗
　樋渡　瑠美
　柴田　俊輝

植
田

子
の
元
気
の
ひ
み
つ

を
紹
介
し
ま
す

しゅんき

ま

も
ち
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温泉設備が充実している「ゆとりおん大雄」

　

源
泉
完
全
か
け
流
し
と
岩
盤
浴
の
温
泉

宿
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
ゆ
と
り
お

ん
大
雄
」

　
「
ゆ
と
り
お
ん
大
雄
」は

平
成
４
年
に

オ

プ
ン

８
種
類
の
温
泉
の
ほ
か
１
３

０
人
が
宿
泊
可
能
な
客
室

レ
ス
ト
ラ
ン

休
憩
室

大
広
間
な
ど
施
設
の
充
実
し
た

宿
で
す

　

い
ち
ば
ん
の
自
慢
で
あ
る
温
泉
の
な
か

で
も
特
に
お
勧
め
な
の
が

平
成
16
年
３

月
に
導
入
し
た
岩
盤
浴
を
含
む
ラ
ジ
ウ
ム

ト

タ
ル
シ
ス
テ
ム

こ
れ
は

ラ
ジ
ウ

ム
を
バ
イ
ブ
ラ
バ
ス
に
投
入
し
て
温
浴
と

ラ
ド
ン
吸
入
し

ス
チ

ム
サ
ウ
ナ
で
の

蒸
気
吸
入
浴

岩
盤
ベ

ト
で
岩
盤
浴
を

行
う
こ
と
で

温
浴
効
果
を
最
大
限
に
引

き
出
す
シ
ス
テ
ム

心
地
よ
い
温
度
で
効

果
的
な
発
汗
作
用
を
促
す
岩
盤
浴
は

低

温
の
た
め
息
苦
し
く
な
く
リ
ラ

ク
ス
し

た
状
態
で
利
用
で
き
る
と
好
評
で
す

　

今
年
３
月
19
日
に
は

低
温
で
あ
り
な

が
ら
体
の
芯
か
ら
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■所在地　横手市大雄字三村東21-4

■問合せ　ゆとりおん大雄
　　　　　　52-2188

ゆとりおん大雄

リラックスできると好評な岩盤浴

体の芯から温まる遠赤外線温浴

ラジウム蒸気吸入浴できるサウナ

源泉かけ流しの大風呂

ありがとう保呂羽小学校ありがとう保呂羽小学校
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18年の歴史に幕を閉じた保呂羽小学校。自然
豊かな学び舎で学んだ数々の思い出と新たな
旅立ちへの希望を胸に校歌を斉唱しました。
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